
 

 

 
 

 

其の一：庭園のことがよくわかる！とご好評をいただい

ているボランティアによる庭園ガイド(参加費無料)、８月

の実施日程は下記の通りです。ご注意ください。 

 <定例ガイド> 

 毎週土・日・月・祝日の 11 時(雨天中止)。 

 但し、８月 11 日(金・祝)～14 日(月)は休みます。 

<英語ガイド> 

毎週土曜日の１０時(雨天中止)。 

但し、8 月 12 日(土)は休みます。 

其の二：『かわら版小石川後楽園』を、当園のホームペー

ジからもご覧いただけるようになりました。ホームページ

の情報とご一緒にどうぞ！ 

 

 

 木陰の多い園内
ですが、やはり気
温の高い夏！飲み
物、帽子や日傘な
ど熱中症対策もお
忘れなく、お過ご
しください。 
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かわら版についてのお問い合わせは 小石川後楽園サービスセンター 03(3811)3015 
お客様サポートセンター（協会の事業全般に関するお問い合せ）TEL  03(3232)3038 ※8：30～17：30（土日・祝日、年末年始を除く）指定管理者 公益財団法人 東京都公園協会  

お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
英語の庭園ガイドツ
アー(無料)、８月は
左記の予定で開催！ 
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｢都立庭園  
園長の採れたて情報｣ 

ホームページ → 検索 
「公園へ行こう！」 

見てね！ 

→ 検索 

見見比比べべててみみよようう！！夏夏のの花花・・ハハススととススイイレレンン  

小石川後楽園園内図 
入口 

 

【ハスとスイレン】 

暑い季節、小石川後楽園の水辺を彩るハス(蓮)とスイレ

ン(睡蓮)、７月になり、ちょうど見ごろを迎える二つの花、

今回はその違いをご紹介します。 

 園内に入って左側、オカメザサで覆われた小廬山(左上写

真)、その麓に蓮池があります。ハスは英名を“ロータス

(Lotus)”、大きな花の中心にある花托(かたく)が蜂の巣に

似ていることから“ハチス”の名があります。また、蓮華(レ

ンゲ)とも呼ばれ、仏像を安置する台は蓮華座、仏像の足元

を幾重にも開いたハスの花びらが飾ります。 

 水の上に立ち上がるように大きな丸い葉っぱを伸ばし、

花を咲かせます。観賞用と食用になるものがあり、食用は

根が“レンコン(蓮根)”としてお馴染みです。白、黄色、

ピンク色などの花色がありますが、当園ではピンク色のみ

をご覧いただけます。 

 スイレンは、園内奥・東京ドーム側にある内庭(上右

写真)でお楽しみいただけます。英名をウォーターリリー

(Water lily)、世界の熱帯から温帯にかけて約５０種類が知

られています。温帯産は水面に浮かぶように、熱帯産は水

面から少し茎を伸ばして花を咲かせます。花色も、白、黄

色、薄紫色、ピンク色などがあります。みなさまも良くご

存じ、フランスの画家クロード・モネが描いたのは『睡蓮』

シリーズです。当園で咲くのは、水面に浮かぶ白い花、モ

ネの絵画に描かれたように清楚で美しい姿です。 

 蓮池に咲くピンク色の花がハス、見ごろは例年８月中旬

ごろまで、内庭のスイレンは、例年９月下旬ごろまで白い

花を咲かせています。他にも、葉っぱの姿などハスとスイ

レンには違う点があります。でも、ハスとスイレン、二つ

の大切な共通点！どちらも、早起きが大好きです。特に午

前中の早い時間が美しく、午後になると閉じてしまいます。

ぜひ、午前中の美しい姿を見比べてみてください。 
 

暑中お見舞い申し上げます！ 

晴れた日は、水辺が恋しい季節になりました。柔らか

な緑色だった木々の葉もすっかり成長し、気持ちの良い

木陰を作ってくれています。大泉水の水面を渡る風の心

地良い感じも、お楽しみいただけるのは夏だけの期間限

定です。 

 昼間の時間の長いころ、夕涼みをかねての散策もお奨

めです。日中に比べて静かになった園内には、のんびり

と遊ぶ野鳥たちの姿もあります。 

 緑陰に憩う夏の日本庭園、いかがでしょうか？ 
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小石川後楽園のちょこっと雑学辞典その３３ 

お 知 ら せ 

小石川後楽園の川を知ろう 

 

 園内に入って左側へ進むと、京都嵐山にちなんだ

“川の景”が広がります。渡月橋(土橋)の上からは、

さらさらと流れる大堰川(おおいがわ・下の園内図点

線部分)をご覧いただけます。暑い日、浅く澄んだ流

れは、視覚からも涼を感じさせてくれます。 

 この澄んだ流れを守るため、汚れが目立つ夏の間、

当園では２週間に１度、河床清掃を行なっています。

当日は、当園の庭師たちだけなく、庭園管理作業ボラ

ンティアのみなさんも作業に参加してくれます。川底

にある落葉などのごみを浚ったり、デッキブラシを使

って石の汚れも落としています。２週間に１度の清掃

でも、作業を始めて３０分も経たないうちに、一輪車

いっぱいになるほどのごみが集まります。 
 

そんな具合に、作業は

午前中いっぱい、場合に

よってはお昼休みを挟ん

で続きます。 

 気温の高い日、渡月橋

で、通天橋で、沢渡の石

の上で、清水観音堂跡で、 

 澄んだ水面から吹い 

てくる涼やかな風を

感じてくださいね。 

 


